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2012年8月13日から14日にかけて近
畿中部で発生した豪雨によって，河川
の増水や住宅の浸水が発生し，大阪府
で死者1名，京都府で死者2名となった
ほか，斜面崩壊による土砂流入により，
京滋バイパスで通行止めとなる等，甚
大な被害を発生させた．本調査は，京
都大学防災研究所流域災害研究セン
ター災害調査団として，2012年8月14
日～22日に現地調査を実施し，その調
査結果の概要を示すものである．

主な調査地を図1に示す．調査地は，
宇治市志津川・三室戸・五ヶ庄・京滋
バイパス等であり，水及び土砂の氾濫，
斜面崩壊，河岸浸食などが発生してい
た．

はじめにはじめに

図1 主な調査地点



気象条件気象条件

図2 8月13日00時～8月14日24時の近畿地方における解析雨量による期間降水量分布図（気象庁）

高槻市で1時間に約110mm

宇治市では3時間に約190mm



志津川地区



上流

下流
図1 主な調査地点

前川橋前川橋

橋を迂回する「迂回流」が発生

前川橋

流出した家屋

上流

下流



なぜ，迂回流が発生したのか？

いくつかの疑問・・・いくつかの疑問・・・

なぜ，左岸側の家屋のみが流出したのか？



前川橋前川橋

図5 被災前の前川橋及び前川橋下流（梅原孝氏より提供）

橋梁下の河積が小さい 欄干がある

上流から流れてきた流木やゴミなどが引っかかりやすく，河川が
橋梁設置箇所で閉塞しやすい

前川橋



前川橋前川橋

左岸の方が数10cm低い！

左岸側に流れの方が強い！

流出した家屋



前川橋前川橋

前川橋

流出した家屋

前川橋上流域の河道が反時計回りの湾曲形状

左岸側に流れが集中？

Google map

上流

下流



前川橋前川橋
上流

下流
（e）残存した護岸（左岸）

護岸
前川橋

流出した家屋



上流

下流

前川橋

流出した家屋

（c）傾いた小屋（右岸）

傾いた小屋

前川橋前川橋

上流

下流



近隣住民からの情報近隣住民からの情報

流失は数分以内の非常に短い時間で発生した

家屋の流出は，迂回流によるもの．
迂回流は，右岸側よりも左岸側の方が強かった．

右岸側の家屋の小屋が傾き出したのが家屋流失時刻よりも遅く，
5時30分～6時の間に発生している



解析法解析法

基礎方程式は，平面二次元流れの浅水流方程式

解析条件解析条件

川幅：5m
氾濫原幅：4m
河床勾配：1/1000
流量：10m3/s

上流

下流

河道閉塞を想定

地盤を0.5m下げた



解析結果解析結果

河道閉塞

左岸の流速が速い上流 下流



解析結果解析結果

左岸の水位が低い
上流 下流



2011年紀伊半島水害での橋梁関連の災害（熊野市五郷町）2011年紀伊半島水害での橋梁関連の災害（熊野市五郷町）

上流

氾濫原から
の流れ

下流

迂回流

橋に繋がる流失した道路

橋梁の上部工に多くの植
生が引っかかっている



2011年紀伊半島水害での橋梁関連の災害（那智川）2011年紀伊半島水害での橋梁関連の災害（那智川）

下流

上流

（a）那智川下流域に架かるJR紀勢本線の落橋



（d）河岸浸食により破壊された護岸
交互流れ

河岸浸食

河岸浸食

河岸浸食無し

2011年紀伊半島水害での橋梁関連の災害（那智川）2011年紀伊半島水害での橋梁関連の災害（那智川）



橋梁周辺の洪水危険性について橋梁周辺の洪水危険性について

橋梁は，川幅の狭い所に架橋することが多い．また，河道内に
橋脚等があり，流出物が引っかかり，河道閉塞が発生しやすい．

計画以上の洪水が発生すると，橋梁上部工が流水を阻害し，橋
梁上流域における越流流量を増加させる．

橋梁周辺の住民は，
他の地域の住民よりも早めの避難が必要



橋梁の設計について橋梁の設計について

計画高水位以上の流れが発生すると，橋梁には流木や植生が引っかか
り，河川流を大きく阻害するものとなり，洪水氾濫を助長する

特に流下能力が小さい断面に位置する橋梁については，計
画高水位を上回る場合の河川流の阻害の程度を事前に把握
し，洪水氾濫の予測に役立てることが重要

さらには，橋梁そのものも破損したり，落橋する

落橋が発生すると災害復旧が大幅に遅れてしまうため，橋
梁の設計サイドからも治水弱点部の橋梁や交通の要となっ
ている橋梁については，河川の流れや地形特性を考慮した
落橋対策を検討することが重要



池ノ尾川池ノ尾川

図8 池ノ尾川上流域の被災状況



第三志津川橋第三志津川橋

上流

下流

（b）第三志津川橋

土砂の堆積

（c）第三志津川橋横の曲がったパイプ

曲がったパイプ

第三志津川橋



第三志津川橋第三志津川橋
上流

流れが非常に集中する場所であ
るにもかかわらず，浸水深が非
常に低かった

下流
第三志津川橋

上流

下流



第三志津川橋第三志津川橋
上流

家屋が橋梁から少し上流に位置
していたため，道路や山からの
水の流れは，庭を通って河川へ
流入

下流
第三志津川橋

第三志津川橋



第三志津川橋第三志津川橋

痕跡水位

水位低下

橋脚の直上流左岸側の護岸が敷地側に窪んで川幅が広がっているた
め，敷地内の水位が低くなったと考えられる．また，左岸側の窪み
が，顕著な河道閉塞の抑制に寄与したと考えられる．

上流

下流



解析条件と解析結果解析条件と解析結果

拡幅部で水位が下がる

上流

下流

川幅（上流）：10m
川幅（下流）：13m
河床勾配：1/1000
流量：200m3/s



宮ノ前橋宮ノ前橋

土石流の堆積



蛍橋下流蛍橋下流

湾曲外岸の浸食

上流

下流



蛍橋左岸側蛍橋左岸側

農地への土砂の流入



志津川区民運動場志津川区民運動場

斜面崩壊による土砂と流木



第二志津川橋第二志津川橋

上流

下流



地形について地形について

住民によると，志津川地区は台
風などが来ても避難行動をあまり
とらないとのことであった．これ
は，志津川地区が盆地に位置して
おり，台風が来ても風が非常に弱
いためとのことである．

しかし，志津川地区は，下流端
の谷幅が非常に狭くなった谷底平
野の中に位置しており，水が集
中・貯留しやすい地形であり，氾
濫が発生しやすいと考えられる．

上流

下流



弥蛇次郎川



弥陀次郎川弥陀次郎川

図1 主な調査地点



沖積平野沖積平野

徳島県吉野川下流域



洪積台地洪積台地

ニューヨーク・ハドソン川下流域



天井川の形成プロセス天井川の形成プロセス

（a）最初の河床位は堤内地の地盤より
も低い

（b）土砂が河床に堆積．氾濫を防ぐた
めに堤防を嵩上げ．

（c）さらに土砂が河床に堆積．氾濫を

防ぐために堤防をさらに嵩上げし，
河床位が堤内地の地盤よりも高い
天井川となる．



耐氾濫構造の家屋耐氾濫構造の家屋

1階を駐車場にした家屋
（アイフルホームHPより）

アマゾン川氾濫原の家

水害に強い町づくり（家づくり）も重要！



(1) 橋梁周辺は，橋梁による水位上昇や流木などによる河
道閉塞によって河川流が氾濫しやすく，迂回流などの流
速の大きな流れが形成され，非常に危険である.そのた
め，橋梁周辺の住民は，河川の流量が少ない状態であっ
ても避難を開始する必要がある．

まとめまとめ

(2) 橋梁は，超過洪水時には橋桁が河川流を大きく阻害す
るため，洪水氾濫を助長すると共に，落橋の危険性が高
まる．そのため，治水弱点部の橋梁や交通の要となって
いる橋梁については，河川の流れや地形特性を考慮した
落橋対策が必要と考えられる．

(3) 河川湾曲部の外岸には，河川表層の速い流れが衝突す
るため，河岸が浸食されやすく，危険である．



(4) 日本の多くの人口は平野に集中しており，それらの平
野は河川流と土砂が氾濫することによって形成された地
形である．そのため，水と土砂を河道内に閉じ込める築
堤を継続した結果，多くの天井川が形成されている．

まとめまとめ

(5) 河川流及び土砂の氾濫は，自然地形の形成プロセスの
一つである．そのため，住居の一階の利用の仕方などを
工夫し，河川流及び土砂の氾濫を許容した家造り・まち
づくりも考えていくことが重要である．
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